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朝霞公務員宿舎５年間凍結に反対！即中止を!! 
 

小山 香 

20年 6月     市長は、市民の声を無視し公務員宿舎の建設に同意 
21年11月    事業仕分けにて、朝霞住宅事業の事業凍結に 
22年12月    財務省の判断で朝霞住宅事業が復活 
23年 3月11日 東日本大震災 
     9月 1日 反対を押し切り、朝霞住宅事業の工事着手  
    10月 3日 野田首相が朝霞を訪れ15分間の視察で5年間凍結決定 
    10月12日 富岡市長、財務省に市の関連施設要望の撤回と公務 
       員宿舎の中止の申し入れ 
    10月14日 朝霞市議会の代表者会議を開催し議員全員が同趣旨   
             の申し入れを議長に委任 

（週刊現代１０・２２より） 

 
 
 
 

 はじまりは平成１９年４月の一枚のビラから、国の勝手な計画に立
ち向かう住民たちの運動が始まった。駅前などで多くの住民が署名を
されていた。そして我が家の当時中１中３の子どもたちも署名し、運動
を応援して緑の公園を願った。このまちに一筋の希望を持ち、この希
望を次に生きる人々につなごうとする人たちに私も感動し、弁護士とし
てやむにやまれず、市議会議員に立候補した。 

 議員となってからも、全ての議会で何度も基地跡地の問題について

追及してきた。しかし、国のいいなりだった富岡市長はまと
もに市民の声に向かい合おうとしなかった。 
 市長は今になって市民、国民の批判の声が多くなり、あわてて国に
中止を申し入れたのです。 

今必要なのは５年間の凍結ではなく、即中止だ。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

富岡市長は、市民の意向を無視し
て国家公務員宿舎事業を受け入れ
議会の議決を得ることもなく国に
利用計画書を提出した。 
朝霞市議会は、市長の判断で勝手

にやれといっていながら、今にな
って議会も中止を申し入れるとい
っている。中止そのものは以前か
ら私も主張しきたものであり、賛
成だ。しかしながら市長は、これ

まで、民意に基づかず、かつ市議
会の承認もなしに計画を決定して
きた。市長のまちづくりのやり方
には異議がある。 
市議会も無責任だ。 

 

市
長
は
20
年
5
月
12
日

に
市
議
会
に
19
日
に
正

式
に
提
案
す
る
た
め
の

市
議
会
の
議
決
に
す
る

条
例
を
議
会
に
提
案
し

た
。
市
長
提
案
で
あ
る

か
ら
、
当
然
に
議
決
さ

れ
、
予
定
さ
れ
た
19
日

の
臨
時
議
会
で
基
地
跡

地
の
利
用
計
画
が
審
議

さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ

た
。
し
か
し
質
疑
で
は
、

進
政
会
か
ら
の
質
問
で

市
長
よ
り
「
基
地
跡
地

の
件
は
市
長
の
執
行
権

の
範
囲
で
あ
る
。
」
と

の
答
弁
が
出
て
き
た
。

討
論
で
は 

こ
れ
ま
で
市

長
提
案
に
対
し 

反
対
討

論
な
ど
を
し
た 

こ
と
の

な
い
与
党
？
の
明
政
会

と
公
明
党
が
反
対
討
論

を
行
な
っ
た
。
な
ん
と

採
決
は
6
対
17
で
否
決
。 

 

賛
成
６ 

 

共
産
党
（
３
）  

 

市
民
ネ
ッ
ト
（
２
）  

 

小
山
香
（
１
）  

反
対
17 

 

進
政
会
（
７
）  

 

明
政
会
（
３
（
そ
の 

 
 

う
ち
１
は
民
主
党 

 
 

公
認
）
）  

 

公
明
党
（
５
）  

 

無
所
属
議
（
２
） 

茶
番
か
。
市
長
に
批
判

的
な
会
派
が
賛
成
。
与

党
？
が
反
対
。  

  

な
ぜ
与
党
？
は
『
市

長
が
勝
手
に
や
れ
』
と

す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

次
の
様
に
考
え
ら
れ
る
。  

 

市
民
の
多
く
は
明
ら

か
に
国
家
公
務
員
宿
舎

よ
り
、
緑
地
を
望
ん
で

い
る
。
本
会
議
で
利
用

計
画
に
賛
成
す
る
と
支

持
者
が
離
れ
る
。
よ
っ

て
本
会
議
の
議
決
を
回

避
す
る
た
め
に
「
勝
手

に
や
れ
」
と
議
決
す
る

こ
と
に
し
た
。
支
持
者

か
ら
富
岡
市
長
の
利
用

計
画
に
つ
い
て
賛
成
、

反
対
の
態
度
を
質
問
さ

れ
れ
ば
、
賛
否
を
回
避

し
て
い
る
か
ら
、
適
当

な
弁
解
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
。  

・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

最
高
の
決
定
機
関
で
あ

る
市
議
会
。
市
長
に
対

し
勝
手
に
や
れ
と
は
、

市
議
会
の
存
在
意
義
の

自
己
否
定
で
あ
り
、
議

会
の
自
殺
行
為
だ
。 

市
民
の
批
判
に
耐
え
ら

れ
る
か
。  

 

基
地
跡
問
題
の
審
議
放
棄
事
件 

（朝霞基地跡地利用市民連絡会のブログより引用） 

                                                                                                                
   (1)                                                                                                            人     権    の    風  



                                                                                                                
                                                                                                               人     権    の    風                                                                                              (2)  

   ひとり会派・人権の風小 山  香 対 進政会らとの対話？対決？ 

 

小
山
は
、
ひ
と
り
会

派
な
の
で
、
条
例
案
等

の
議
案
を
本
会
議
に
出

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
請
願
は

単
独
で
出
す
こ
と
が
で

き
る
。
平
成
19
年
12
月

議
会
以
来
、
積
極
的
に

関
与
し
た
請
願
は
、
別

表
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
表
か
ら
明
ら
か
な

こ
と
は
、
進
政
会
と
は

完
全
に
対
立
、
明
政
会

と
は
ほ
ぼ
対
立
の
状
況

だ
。
請
願
に
つ
い
て
報

告
す
る
。 

①
父
子
手
当
条
例 

創
設
の
件 

   

進
政
会
及
び
明
政

会
が
反
対
。 

  

こ
れ
ま
で
の
児
童
扶

養
手
当
法
で
は
、
母
子 

手
当
て
は
母
子
家
庭
の

み
が
対
象
で
あ
っ
た
。

請
願
は
可
決
さ
れ
、
朝

霞
市
は
父
子
手
当
条

例
を
制
定
し
た
。
そ
の

後
、
国
は
平
成
22
年
６

月
に
児
童
扶
養
手
当

法
を
改
正
し
た
。
朝
霞

市
の
父
子
家
庭
手
当

条
例
は
役
割
を
終
え
た
。 

②
朝
霞
市
議
会
の 

会
議
公
開
の
件 

 

本
会
議
、
委
員
会
以

外
に
、
法
律
に
は
な
い

が
代
表
者
会
議
（各
会

派
の
代
表
者
が
集
ま
る

も
の
）、
全
員
協
議
会

（市
長
側
が
議
員
に
説

明
を
す
る
も
の
）が
あ

る
。
朝
霞
市
議
会
は
何

十
年
も
こ
の
種
の
会
議

を
非
公
開
で
行
っ
て
き

た
。
反
対
す
る
議
員
は

市
民
に
聴
か
れ
ず
に
や

り
た
い
と
い
う
の
だ
。 

③
プ
レ
イ
パ
ー
ク 

（
冒
険
遊
び
場
）の
設
置

等
を
求
め
る
件 

 

進
政
会
だ
け
反
対
。

プ
レ
イ
パ
ー
ク
は
、
子
ど

も
た
ち
が
自
分
の
責
任

で
危
険
を
予
測
し
な
が

ら
も
自
由
に
遊
び
、
そ

し
て
、
成
長
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
公
園
だ
。

朝
霞
市
は
常
設
の
プ
レ

イ
パ
ー
ク
の
設
置
向
け

て
、
準
備
を
進
め
て
い

る
。
朝
霞
市
民
の
常
識

と
進
政
会
の
常
識
と
は

格
差
が
あ
る
。  

 

④
市
役
所
正
面
玄
関
脇

の
喫
煙
ス
ペ
ー
ス
移
動
の 

善
処
を
求
め
る
件 

 

賛
成
は
二
人
だ
け
で

あ
っ
た
。
共
産
党
ま
で

が
反
対
し
、
市
民
ネ
ッ

ト
は
棄
権
す
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
朝
霞

市
は
、
平
成
22
年
10
月

よ
り
、
朝
霞
市
役
所
の

玄
関
の
喫
煙
場
所
を
移

動
し
た
。
議
会
側
か
ら

だ
れ
も
抗
議
し
な
い
。

だ
っ
た
ら
最
初
か
ら
賛

成
す
れ
ば
い
い
の
に…

 
 

⑤
議
会
の
活
動
等
を
支

え
る
専
従
の
専
門
家
の

補
充
を
求
め
る
件 

 

市
議
会
は
立
法
府
で

あ
り
な
が
ら
条
例
を
提

出
す
る
動
き
が
な
い
。

こ
れ
は
作
り
た
い
と

思
っ
て
も
、
法
律
等
の

知
識
が
な
い
か
ら
だ
と

善
解
し
た
。
国
会
に
法

制
局
が
あ
る
の
で
、
地

方
議
会
で
あ
る
朝
霞
市

議
会
に
も
議
員
の
条
例

等
の
立
法
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
専
門
家
を
補
充

す
る
請
願
だ
。
し
か
し

な
が
ら
、
私
以
外
の
22

名
の
議
員
は
必
要
が
な

い
と
し
て
否
決
さ
れ
た
。 

 

否
決
後
も
議
会
に
条

例
案
が
出
る
気
配
が
な

い
。
あ
る
学
者
は
、
地

方
議
会
は
「死
ん
で
い

る
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ

の
批
判
は
正
し
い
の
か
。 

 

⑥
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
設
置

要
請
の
件 

 

朝
霞
駅
前
南
口
の
横

断
歩
道
は
、
ス
ク
ラ
ン
ブ

ル
交
差
点
に
な
っ
て
い
る

が
斜
め
横
断
の
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
が
な
い
。
視
覚
障

が
い
者
が
同
所
に
斜
め

横
断
用
の
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
の
設
置
を
求
め
た
が

僅
差
で
否
決
さ
れ
た
。 

 

⑦
基
地
跡
地
の
歴
史
遺

産
調
査
の
件 

 

こ
の
請
願
は
否
決
さ

れ
て
も
、
朝
霞
市
は
予

算
を
付
け
て
調
査
を
行

い
、
７
月
31
日
図
書
館

で
報
告
会
を
行
っ
た
。

会
場
か
ら
人
が
あ
ふ
れ

る
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

現
在
作
成
中
の
基
地

跡
地
の
公
園
整
備
計

画
に
は
、
歴
史
遺
産
を

再
現
す
る
と
あ
る
。
こ

こ
で
も
反
対
さ
れ
た
議

員
と
市
民
の
常
識
の
格

差
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

 

基
地
跡
地
に
は
、
戦

前
の
陸
軍
の
軍
服
を
作

る
工
場
、
戦
後
の
米
軍

の
駐
留
の
痕
跡
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
負
の
遺
産
の

歴
史
遺
産
と
し
て
調
査

す
べ
き
で
あ
る
。 

 

⑧
一
般
質
問
に
一
問
一

答
式
の
検
討
の
件 

 

誰
の
た
め
の
一
般
質

問
だ
ろ
う
か
。
質
問
者

に
よ
っ
て
は
、
議
員
の
質

問
、
再
質
問
、
再
々
質

問
、
執
行
部
の
答
弁
、

再
答
弁
、
再
々
答
弁
の

す
べ
て
、
双
方
が
原
稿

を
読
ん
で
い
る
こ
と
が

あ
る
。
学
芸
会
の
立
ち

読
み
の
練
習
の
感
が
す

る
。
や
は
り
、
国
会
み

た
い
に
一
問
一
答
式
の

方
が
妥
当
で
あ
る
。
こ

の
採
決
で
は
公
明
党
が

分
裂
し
た
。
公
明
党
は
、

会
派
と
し
て
は
一
問
一

答
式
を
賛
成
で
あ
る
。

し
か
し
、
２
名
の
造
反

者
が
出
た
。
こ
ん
な
状

態
を
市
民
に
知
ら
れ
た

く
な
い
の
で
、
分
裂
状

態
を
隠
蔽
す
る
た
め
に
、

進
政
会
を
介
し
て
秘
密

投
票
に
し
た
の
で
あ
る
。 

こ
れ
が
国
会
な
ら
ば
、

マ
ス
コ
ミ
は
あ
き
れ
た
と

報
道
を
す
る
だ
ろ
う
。 

 

⑨
無
記
名
（秘
密
）投
票 

廃
止
の
件 

み
な
さ
ん
、
議
員
は
公

職
で
す
。
国
会
議
員
は

秘
密
投
票
が
あ
り
ま
せ

ん
。
私
た
ち
選
ん
だ
議

員
が
ど
の
よ
う
な
投
票

行
動
を
取
る
の
か
を
知

る
権
利
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
朝
霞
市
議
会
で

は
、
公
明
党
が
分
裂
し

て
い
る
。
こ
れ
を
隠
す

た
め
に
、
秘
密
投
票
が

行
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。 

  

 

⑩
議
員
が
一
堂
会
す

る
控
え
室
の
件 

各
議
員
に
は
、
会
派
ご

と
の
控
室
が
与
え
ら
れ

る
。
会
派
間
で
交
流
は

な
い
。
基
礎
自
治
体
の

24
名
の
議
会
だ
。
全
員

が
一
堂
に
会
し
て
、
談

話
を
す
る
こ
と
は
有
意

義
と
は
な
い
か
。
会
派

を
超
え
て
傾
聴
と
対
話

が
必
要
で
は
な
い
か
。 

 

⑪
常
任
委
員
会
を 

異
な
っ
た
日
に
開
催 

す
る
件 

４
常
任
委
員
会
が
あ
る

と
こ
ろ
２
委
員
会
ず
つ

の
同
時
開
催
で
あ
る
。

全
部
を
傍
聴
が
で
き
な

い
。
多
少
会
期
が
延
び

て
も
市
民
の
知
る
権
利

の
た
め
に
議
会
側
及
び

部
執
行
部
側
は
努
力

す
る
べ
き
あ
る
。 

・・・・・・・・・・・・・・ 

２
件
の
意
見
書
は
、
全

会
派
の
賛
同
が
得
ら
れ

た
の
で
、
全
会
一
致
で

国
に
提
出
し
た
。 

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い

て
の
意
見
書 

こ
の
意
見
書
の
と
お
り
、

国
の
法
律
が
改
正
さ
れ

た
。 

寡
婦
控
除
に 

関
す
る
意
見
書 

こ
の
意
見
書
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
国
で
は

法
律
改
正
さ
れ
て
い
な

い
。 

他
の
自
治
体
の
議
員
に

も
働
き
か
け
未
婚
の
ひ

と
り
親
家
庭
の
支
援
を

は
か
り
た
い
。 

定例会 
 

件 名  採決総数 

     当初議長を除き２３。 

     23年4月県議選立候補 

     により２１。 

採決 

 

人数比 

推測含む 

進
政
会

7(

6)

 

明
政
会

3

 

公
明
党

5

 

共
産
党

3

 

市
民
ネ
ッ
ト
2(

1)

 

無

 

所

 

属

 ベ
テ
ラ
ン

 

若
手

 

小
山

 

１ 20-6 父子手当条例創設の件 可決 13:10 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

２ 20-12 朝霞市議会の会議公開の件 可決 13:10 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

３ 20-12 プレイパーク(冒険遊び場)の 
設置等を求める件 

可決 16:7 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

４ 21-6 市役所正面玄関脇の喫煙スペース
の移動の善処を求める件 

注 2:21 × × × × 棄

権 
○ × ○ 

５ 21-9 議会の活動等を支える専従の 
専門家の補充を求める件 

1:22 × × × × 棄

権 
× × ○ 

６ 21-9 点字ブロック設置要請の件 11:12 × × ○ ○ ○ × × ○ 

７ 21-12 基地跡地の歴史的遺産調査の件 注 6:17 × × × ○ ○ × × ○ 

８ 22-9 一般質問に一問一答式の検討の件 11:12 × × 2× 

３○ 
○ ○ ○ ○ ○ 

９ 23-6 無記名投票廃止の件 5:16 6× × × ○ 1○ 

 
× × ○ 

10 23-6 議員が一堂に会する控え室の件 2:19 6× × × × 1○ × × ○ 

11 23-9 常任委員会を異なった日に 
開催する件 

5:16 

 

6× × 棄 

権 
○ 1○ 

 
× × ○ 

【昨年の8月の無記名（秘密）投票の様子】 

一般質問の一問一答式を検討して

欲しいという請願を朝霞市議会は無

記名（秘密）投票で否決しました。公

明党は会派で賛成と決めたようです

が、無記名（秘密）投票で2名が内緒

で反対にまわり、11対12で否決。 
１ 20-6 児童扶養手当を父子家庭まで拡大することを求める意見書 全会一致 

２ 23-6 寡婦控除をすべてのひとり親家庭まで拡大することを求める意見書 全会一致 

請願一覧及び意見書 （注 否決されたが後に実施） 


